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骨邸噴泉・、・‥…・2才

月吟・乳質珂隼会の歩みこ‥も1・‥・再感衆男・・・…－‥刊

鮮度ム監事寒孝行

璃　阜　像　衷ノ

組筍「ス主ナガシ」について．

及げ印鼻・・．り‥つ3

承厨軋・…　白．了8

国内市野栗山陳や清水丘l二鍍慶‘r TlIる　スきナ

ガシ　醗初．としk。こ　輝は　帝搾うずら産児烏・

祭を経て渡木耳問に工事守に夕守ハヰ写り着日町好

子汀リマガスl．持出岬を射鈷ザヒて施町賂1
靭甲のものは数理ぞ噂えlTぐ高．野輝はアワデ干、

アマビワ尊に鹿畔上竜2阿封可7‾宅圧巻望する。
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輿　刊　に　　せ　て

の成橡芝
痢常の料草の進サ将　全く奮賓に値　　争．只が夢の

密啓の竜のどじで、現実に槽璃巨「らできも『、4たこと

が．潔〝と定見軍璃　れて　並ウ＼に夏．痢化さ≠し→一つあ

れ　科学教育という費は、痺ヒ処．を　わすず宰訂研摩

てあるが、今故が虜の規戻ビ帝京．を思う嗜・ヰ捏孝封膏

の旛啓と孟うこ　ヒia　司　飯育上喫頚の辞趣である。‾

二甲痔に労り　尊8新聞社）リ再週婚桝を廿氏を坪、ビ

ビした毘軟剛手合が藍書画、理科教育の堪展を碓壷も

卓うどLでくだ～ることば：孟こ頼政断拾え豆（し

理朝風骨のねらいとするどころば、粛聾する思　料

学研白こものを考え失理する鮭度・甘漂白こ渾い痩いこ左拷

ち．司書（こ対する日を潤く　どいう＝どであろ三㌦

射手みのl日、放け糾、・酎孝、倉犀の発生、妊産の十

和くわ石上紫ノ象止、K布目くお力、腔∴互4ども趣埠

を椅っ・奇々の蔑まりてあるからと．い哀ば埠れ．きて・であ

るが、キム鼻智的訂所見経度につ夏生．く預のさがる．し亀の

を洋く叔浩信つ蝶左尊す輝く呼、すべて一畳をれて過日

がげさらす孝、滞、えた断てついての診らい、て．し欄・目

白、粟理．り・、…比の搾れく蝶の藤がオのむタ、産む碑軒、気象

、2）∴



針追徴、輝動線湖琴ズ叡鷺や桧埠が揖針組窓がやぎ

て収得の内、を立教グ1’調があ月舘．ヒ詔棺．在る。こう

と′た麟乾め食草が叔母卦も一・八九r　の‾欝ケ慮　パ〆つ．iこ

おけ溺毘顔腰ゼ鮮紅㌢言叡掛率留叡聯亀鑑度へも麿鴻

8・でLl　やあ再ピ渚　㌘藤醇の戯噺を埠が・る　の千

．卜、こ・、・

載姦日　系．教軒や「毘叡酢針鮮紅トつへ」．「．す

くを－一雄将机という経虚・て：毛ンシロ斗ダウ　ア

グラぜぞ5、2渦．ト、串た　めまで・た：払いをキげ　上

対と・＝う一隊啓を定た．？こ和讃きず矢野車の層腰のあ．リ

当つてをぜ・綿登があると虐石打尋や∴森組今　両＿こ対

す彦紺射数詞詩轟「うむす為老成瑠璃は‖㍉

＿「均　漣一丸や：日　成．脅球革　製痩するJ　射浩

は貨殖訂　日　　数逮優雅．に卸もた呵乾．鮮度で　も・餌に

穀骨紅結審いせ虜があき密事与ご蟹を藤瀾守幸自藩で

あ傍・。

．1風腑儀一監　てお耳がjこ．質す、かく　脅・苛受あげ

一吾晩「餌　漁も藩、む顧薗申　上げる．と．準つ・‡、　調喝尊

者が膿衆・家．る・拳採毒も主で塔凄さ頼ること．を．濾がら帝専

ぞ止言上皆伝㍉

亀

・・．羊・l



〕．∴　「・　‾　　⊥ つ　　て

句　薗　碁　ダ

匂勘て親L款、．句麿こを愛し、趣味ゼ日夏かも「」－て謀り

行い。こ古墳　いっも私が考えて留クし　ていかことて

す示、醇にし1みいネの間超に宙骨の碑をと′月＼こ轟沈

でじ讃上りて、富か甘カ、ゆとりが、齢てこ訂日立のて甘。

酎理科の学習は、匂麿このままの峯をよく観象して、

生きた勉強をしそいくことからばじ、護ります。

辛目に　今年の且百十九狛こ私たらの）一】何事に風必

固呼告が生れて、段軟の姓箆の親祭新見　孫度　将卒

の揮厳　碑孝の見竣隼の．ためレ汗生きた勉強のでき乃

ように慰〃たことは、赤の虹からの次万一てlあり、会霞

の瞥さんと事に、目顔市の丸さ若月君こリと麟じ㌧7日る

ところです。

・硲足以朱　夏と　てrヰヲう」の艶碓からはじ・めて

ききしたが、承風合の鹿を食由ると‘由こ、豹Lll勉強

が攻から次七がて軋てl　顔狛こ放ざる余質の皆さんの

顔を見る時、帝ピもし豆ぬか瑠さを乾えます。い・よい

よ　潮の搾鼻余　弊えて、洛′醇の商卒展風食と愚人

に麿了いたしま亡言たが、東、吾ち層　の何専倉のために

，冊＼らの磯舟と瑞尊を阜克て下　った　月専市）〉絹

布殿育啓医会）－1吋市理科教育協醇食　を日永蘭走の

～4〉



各港生着に悪く親和？つ恵を砕けたl）ヒ脅し）ま匂。

々Lで　私たち云野鼠のためにし）さぎよく∵その骨口

数命を凰嘘して～れた鼠亥の史もし幕いが永迫に瑠存

され　承賓5’尊卑の砺希払もての壇縫をと守めるよう・

に留かじなけ↓自ぎ包、ら5㌦叛為えます。

今後食　があ互いに一層塊か　あってガ強い革‘みき

づらつナた　‖ヒ暦日は上れ
＿ノウ

J

（）リ、勺邑軟酢埠会合遺．勤咋）

腺毅酌腔潰　よう

l夢　中

残ガの叱の畢lて由「乳喋の珂免をしてみ拝（－。軋レ

い礪卒を極ってみた、日、畝の軋鑑を珂乾して匁た（－。」

ヒ思う眉祭の欲せど、ヌ卑見し苦くてもちっと老∴かき

わな日、却って頂，の湯川埠Iて繍奴鯛を、3、9度ヰっして牙

を小．き甘がらム筍を走り漫もって卑凝らし£1度額でせ・

した牙が可㌧っとよし1と担う＝ニっの心があり言上す。々亡

てこの二つの欲望由と石がよいとつ『言狛）とも云え瞥

し主　ビ白て宅て、き翳れ私撰の心の働きで凍′「ます。

その軒で「卑鹿らL11」と思う、℃をお言上「っげて「

番「先月三　上　裾卒か、球目三日、濱の乾経を調べ、たり、

～5－



卑　し．て　そのことが紫しいJ k云う一℃を入費に号り

育てt　そのヰi璃てる杷を丸争lてする人々がお五両二

濱まって遁′雄て売れた立のが毘東伺年会であると私

は度し－ます。このようにつて乾密牒頼子盆は、敵襲珂乳

の常賂にせ去た食材の同車のづ∴が、l再ふるい持たせ

てせりr∵てた余です。避つ持て六合は、南が痺ったり

藤が吹いたりする句風の竣象や　又　お啓がが’奇tlに

ので銀がくいた日と寸＼、のどがか石目たから水がの叙

たりと示うよう白、空理吟現象ヒ立ちかつlます。堪り吾

てらかた合です。

そこで　置東商専念が毯ツ吾てらか∴漣亡て立、野鼠

したIlとまう叱がまげて、鼻息ら
ヽ
ハ
ノ鷹ヒh

L 、ヾが蹄と

う　する噂があります。　中将六へん婦薙い立のです

風塵らL H k電う肥左牽吊守買えて、珂見する心を解

に希少育ててすすきなけ柄踊ら．てい「立のと巧‖－ます。

牽リたてら直た含ですから、餌付が’ネ璃ててくけ

なけ恒ばれヾ’顛　る′すァす・即金の醇虐とよ中耳

澤を希望ビて止み喜主せん㍉　　　　　　　　　了

川専務射司琴念願麟　画画布理科政事碗譲合の

率
え′二手ぜ享恒

言∴ ・．’∴二・

と、ん訂車で受ノ、（4の雪目信行澄言∴そ声左耳日夏させ

、し．、・



ることば　凌失格のこ　でぼ肯11。人声在ね感心と∵努

カが鞋3㍉腎射れ「わい上目声吊出は、ら訂いも、大〟

両断自律持、け訂‖ま、訂ら．狛）0　漕、え巌＝訂鴫か村仲

を縮夫L、やがて痺鈍の在が、をヰ右うこと‥ゼて∵き受ら

晶磨納　会ば・番足以未、んの組み倉石止の宜しさ　略

で・教－′くヨをみ（淫らせるよら訂活動拍たけてネたと．思う。

受じて、「鉦畑「‖㍉璃悠欄過＿左っらつ丁るものと確嬉

「てい～h

席亭針こく並べ、ら直吾真言声）樗牢の窮に立って‖ると、

婦だゲイ石を坤4たん〝の且しの珂象素餐の波がかた

かたとおじよ漣でくるようかC也さ・這己声。

．えい、螺が、大層麿の呼に‘孝の多舟を全うす畠の立よ

すろうが、掬の呼lて　まば、ゆOl勅当のえい、封もひろ

げ、て　見る人各に萱坤の杏野の神柄餌こ脚とろだ来るの

む　醇にヒ→て打　鍵再d卒確であるグ　ム′耳目♂

一埼勘ま一事生首′＝こ　王事生鮮貢摘成りに、字の

孝匂（て舟じ・て、こうじた射招通しで、科学への賞味と

跡Uの堵皇えを搾潰させて早くことば、傍目持のし＝こ

とである。

甚針司埠余が、今綾里に才の珂乾のありれ二等友をわ

哀て　理由叡膏の卒射り主姥グら、′控と胤夜あさ故買

をかさめ縛Jよう質券品をっ寸つ了ることを、吋から希っ

て吐き官l再のである。　　　　　　　　　　　　了

（習癖序段索郎子女顔画　す菌を草薮顔膏堺壌）

“－「・
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、星　　。：り

息）官鰯県iJ毘密ぎょ．改変六線を食めた旧つと邑】こ属

している。した不㌦て　こ　こに男ら打身曙欄は、姥着

京の蝶と衆洋熱帯産軍の輝と不孝の主峰2㌔つ、速く

氷河増派の遼咽とみられる　のがこ水1わわって＝る

9　のため　ほどんどの蝶ば卒、団、四国と来通したす

布監事してい瀞が∴　滑1度児戯帝は沓土嚢前輪に位置

してl－∂穴め．、萄貴六島、魔ヶ鼻などを絶て百草に輝

祀ヱ　す憑求澤無骨正系の醇の上痩番地と訂診ク　風

蝶、避蝶許とtが敵やく　醇箆さ直る藩埠で老君埠頭㌦周

のがあるといてiよう。

畢再では　ミドリシジ’ミ虜の泉輝が生息する覇溜中

敷醇承煤の惑求する徒費小門，と－全国桝く老“煤ゐ星車

，－ど　らで稲帝である。最下の蝉として′唯絶されたもの

ぼ、攻の112碑に上っている。

（セセリチョウ科）

ぐヤマセセリ

○アオ′くlセセリ

考、ン　イすモンジセセリ

○ヒメキイゲラセセリ

○プチャバネセセリ

〇才ヤバネセ．セリ

○イ才毛ンジセセリ

○ダイ　ミョウセセリ

キバネセセリ

○不ソバ㍉せセリ

○吏イつ「ラセセリ

○ガオチャバネセセリ

ミャマナャバネセセリ

○クに7セセリ

・、・一二：・、、



オ牙ミ／汐モンセセリ

（アゲハ手ヨウ科）

0うーヤコケアゲノ＼

①ミカドアゲハ

◎アイノ＼

07汐アゲノ＼

0毛＿ンキアゲハ

ミャマカラズアゲハ

ウノ「シダアゲハ（遂賭？）

（ンロナヲウ碑）

⑳キチヲウ

0毛ンキチョウ

0ツマ‘ギ才ダウ

0ズ．ジグ亡7チタウ

0毛ンシ拶弓トヨウ

〔シジ主チョウ科）

のウラギンシジミ

ルーミ　ス　ミ′ジミ

ミズイロオナウヾシジミ

ハヤ．シミドリ　シジミ

メスアカ　ミドリ　シジミ

キリ　シャミドリシジミ

かラスシジミ

0ベニンジミ

以上　「ト捜

0アオスゾァゲバ

0－モアゲノ＼

0牙ナがアゲハ
tl

Oナがサギアケノ＼

0ウラスアゲ．ノ、

シロオビアゲノ、

以上13　碑

ツマグロキヰ・男ウ

ウスキン亡7才ヲウ相好？）

ツマペ＝∴ケヂウ

メズジ田キケプウ（遂贈？）

H L　裡

0ムラサキシジミ

⑳ムラ　サモツバメ

ウスメロオデがシジミ

フジミドリシプミ

ヒサイツミ「つシシtミ

ト　ラフシブミ

フ、ソ／ヾメ

ブイシシゴミ

｝J、・・



～・．ミ
○ワラ　ナ　ミ　シ／＼

ノレリ　ウラデ　ミシジ　ミ

シIレビアシジ　ミ

スでダニ′レリシジミ

Ojナツマシジミ

○ツバメシ　デミ

オジロシジミ

くテ′ダチョウ科）

0テン　ゲキヲウ

（マゲラテラウ謡）

○アサギマダラ

アマミ　ウラ　デ　ミ　ニ　三二　ミ

○ヤマト　シジ　ミ

○ルリ　シソ　ミ

ヤアシマJレリシジミ

グッパンルリシジミ

○アイワンツバメニ　ジミ

クロシジ、ミ

以上了0慢

l能のみ

ズジプロウノトでブラ組蝶7）

ウ′（マダラ（ぜ蝶）　○コモンアけギマダラ（ぜ炒

ウズプ毛ンアサで．てダラく澄蝶）

リユウキ凰ウアサギマダラ（悪球）

オオゴマダラ（逮蝶）

（グテ／ヽチヲケ科）

○ミ「、リヒすう毛ン

OTララキンヒョウ毛ン　一

〇、ソマグロヒョウをン

○イケ毛ンジヰ∵ヲウ

l・と⊥？専

0メ　ス　てフニヲウ毛ン

○すすウラギンヒョウ毛ン

○ウラギンスッヒョウモン

○プ　ミ　スジ

オオウラギンズジヒョウ毛∵ン

リュウキ算ウミスジ雌蝶）けカノ＼ナナちウ

○キう7　テノ＼　　　　　　　　○ルリグテハ

～つ0へノ



ヒサドシヰ∵ヨウ

○アウアテハ

○ダテハモドキ（選球）

○イ　シガキヰ≡7ウ

○プムラサキ

Cづ㌧マブラ与ヲウ

アサホシ二トでゲラ雌蝶）

〔ジャノメサヲウ斜）

○ヒメウラナ　ミジヤノ　メ

ジャノ　メチョウ

グロヒクがモドキ

○ビメプア／メ

○う「ズイtフプノて与プウ

．0じメ　プぞ7　グテハ

ア打ダテハ毛ドキ（迷媚）

メズアガムラサキ（迷賭）

○　ス　ミ　ナ　ゲシ

○グロニフムニラウキ

オオムラサキ

イrフサ守プノ　ノ＼（避賭）

以上27・律

ウラデミ　ニヤノメ

○タロにヤゲ

○ギイアラにかゲ

○フジャノメ

タに7；フ／マj「プウ

以上10磯

＝顔中の　印をっけたものに上）車力帯皮がその固立

（諦碑村を含む目せ帝で塵解され声㍉』ので．これ弓・の

外　早々ダラ毛ド千　ヒrウゲJヲウ・な、ピt　いずれ老

生厚相に坤孝穫解だが、分布の可牒璃牒リヒされてし1

る。　　　　　　　タり内市昆虫何時繁　顔閏

‾一二・　　　　！き＿＿　L一　三十ナ手・＿

杏紀将・購ふ社史氏膚「百草賭掛雪像．（瑠音

衷刊）及び　裾窃晴夫氏者一一勘已鳥厚の痺逐卑

考ヒした。

～‖～



、、1！‾＼一一一、・・‾・、J＼・一へ！＼一一＼　－＼∴一＼！ー＼▼＼＿ノーtL／＼＿′＼

叫　南　中　及　び

孝の　嘲　妃　の　媚　潤
一‾n＼ノ‾＼一一′′′　、　へ一一‾＼ノへ′一＼・へ－へ・、　　、　へ！、一一一－－．・ノ　＼　へノ・＼．′（・、ノー一、

両内密負がみ承可で嗜砿された賭虻・別荘（風だ烏

鼻の賭）のように59催．にエっているが．宥承男「が駁

鼻血をふくめるピ6g後に上り．今後訝碑．鼻で　この

載貯えに、iこえるものと暦有れる。γ＝年や裏目ダ車の嘲也

の賭弟＝d Hはて牽昆留　針　対する傲碁不周とん

ピ15’ゲゥたため朗らかでも、かったが、）車か前段軟研摩

‘食の終息tてよって・よ〕主やく　これが璃らか】こきf（4

4ある。〉り内命瀕が孝の（珂並の煤の薇縮式次の逓リ、で

ある。

☆寅　薗　磯（嶺双が‾その嘲通のたし－てい両ナで喜

色されるもの．）

毛ンシロヰヲウ

ツマクロ羊すぎワ

アオ／ぐセセリ

アオスジアゲハ

グロアゲハ

壬ンギアケハ

ベニシジミ

ルリ　シジミ

リイグロヒ∴ヨうコとン

プ　ミ　スジ
～】之～

早手ヲウ

アイ　ミヲウヤセリ

ジャフウアゲノ＼

了ゲノ、

デがサヰアゲ！＼

ムラサギシジミ

ヤマJ　シジミ

、ソバ、メシジミ

イ与モンジ与ヲウ

キタ　テノ＼



グロプムラけキ

ク［ブイアヤリ

1ヽ

ブイタラヰヲlラ

功26埴ド上る。

息　可　夏　山　蹟

ビメ　ウラ　ナ　ミ　ジヤノ　メ

ヒメ　ジヤノ　メ

プムラサキ

台秤　亀　山　一　帯）

薪密壇酎鑑及び剛別線不浄内に痺11こ夢く餐乾き打

者の甘：スさナがシ　クロセセリ　アオバ‘セセリ

ジャフウアゲハ　プオスジ「7才、ノ、などで　療項

永殿衷宵劫に撞　イシダキ与ヲウ　オナがアゲノ＼

毛ン羊アゲハ　フロアゲノ＼カラス了ゲノ＼ギマ

タラヒヤゲ　包、どが生′蟹してIIる‘のゲつ芝留針ろ来

る。丈　プサギマダラ　うラギンシジミが仰峰数

はグ狛一打がみ止醸一帯て・敢紅さ手しる。

▲　清　水　ヶ　虹

市内では山段ICづく・膚の多産絶て　醇に万里盗凄

ゲら九つ「群優絹日詰の一席Kかけて　ムラサキ、ソバ

メの群落があ診こ自d注召されJう。

こ　ては埠に久「ナがシ　ギアりつ＼スニ∴手口

チタウ　ミドリヒョウモン　打と守、穆解され　ア

すバせセリ　アサギマダラ　とンキヰ男ウ　キマ

ダろヒカゲ　クロ∵プ／マヰヲウ　ノレリアテ／＼老生

足し香寺六月　プ毛∴／アサギてゲラく堂煤）目

頭酎折れた。　　　　　可好江饅頭が．清水　丘

駁帯留妃の避満用言て（ま宮に昏し）瑠屠坤であうら

へつ3～



▲‾　田・登　山　及　び　貴　通

考完、K将　ツマ　ロキヰヨウの新芽がある侍づ＼

堵ドッイグロヒプlラ毛ンが多産して＝為〕ズ誹

乾山で囚碑に了’すバ．セセリ　ミヤマヰヤバ．涼セ

ゼリ　ムラサ車・ソ．／りが骸見さ直て（1為♂

A　ス

浄岸畑帝でサ曾t檎がら・ううマンシジ　が散

・足され、卿迎一歩で田狩に　ラーヤ＝フウアゲバクヾ、

健度しでいる∴文．ウサギ々車、ラ古癖賭されて

・いる。

Å　日　啓　立

ゴマダラヰヲウ・及び　りくグロヒョウ邑ンゲ

夢数生息している。

A　島 嫁　弔

鹿姥立てば　不、ノバーセセリ　プヰヤパオ牢セ・リ・

スミナがシ　メ・ズグ㌦プヒョウ・毛ンが相磯目白ト首

ムラサギシ、ジミ　ムうヤギ、ソバリ　生息　て・」

る。．兄貴の帝で由“l咋卑診月　ダテハ打キ∴（

．盤蝶）が2顕蛮風され　の・1頭が葡接されて＝

る。

A　厚　　　顔∴

ここ〕く直す鋤紬　や並坤ビ　では　晩一？サ

勉性をもち　ミヤマウラスアゲハ．ウラギンシ

ジミ　　ャマヰサバ　七七二リ　イシゲ、キ才三ヲウ

、つヰ・－



？レリア・テノ＼　プヰヤバネセセリ　ヒメ漣でダラ草

々日当摘はれで＝隼

血」凰へえ～旦㌦里、患

倦山地帯では、ソマグロヒヲウそこ′　・キイクラビ

ヤゲが硬膏′召されている。

▲　紫　　尾
－ノ‾ヽ＿＿ノ‾ヽ＿＿・′‾ヽ、－ノ・、

山
′、、＿′‾ヽ

奇珂セ下田　草木の煤の’皇車である。

イシがキチヲウ、アサギ々ブラ勘口跨数が多く、

醇に　ル〆　スシジ　　ギリシャミ日日「㌻ミが

生息Lでいるとtlう営努は帝草に頒する。

さヤマウラスアり㍉＼‾）レリアテハ　アすノ（セセリか

えグ狛一訂がしラ　テンダヰヲウが夢見吊－（てfI皐

やカノ＼すすヲ′ウもここで廟堆石机上

こ仇日用再・4雀の多目婿が裟息＿て言ること

も判明した．

夏　日孝ア′レ．声ス♂疹癖として詔街訂l．オ「すイA

毛ンジに酵敢－し′た癖を塚濱磯野が田撃己にが補渡

渉衆ず・嘘に埠解され甘智、ったが．こ本欄今礫県

人の辟層と云之よう。

息訂お他の丹荘　水引地区　ネ利の山鳥，・番田の曲

事野山索顧正阜　この把亨で′立壊された贈号が多

く　今磯の校費の）っと腎るぞあろ三つ

調査）月内市民虞同や会窟

髭造’痩　　け

・、・つき～



刊 月 号二・こ：徽 翠 朝 覿 妻閂 ヒ

箆 虫 激 村 に つ Ll て

永　田　草　蕃

′）、学被の理朝顔膏の部l K毘軟の叙事がどの也でて

くるであ夫ら4、。見せの毘軟風省が小学破曙科して拓い

て竿のような蘇巌摘って・障らヵ＼。ごの2→．の研磨

の軋　前者ば叔剰雷　ノ叫　すj項　の芥草はおか　の．

であるが、好奇は瑠劫顛有にっいての孝之号．疎いば

礪者の債かこよノ7てj牢も、る竜のが‾ぁるであろう。さて

）、いち身頃所．粛会の捧一考東湖鶉啓刊ド掌って、．このこ

っの両断で4いて帝旦妄克己でみたし－ヒ・曝う。

はし、わにその増年上こ文豪姉貴高射信日付璃拍璃欄

が好創逐自首の辞当㍉多めと再上敦に／川で一考去てみよう。

理科敵膏のばとんどすべてあ恕硯が尋∵「㌣あるように、

を索敵覇の醇ンの8．白孟　　紅の環針　4いて洋呼を

妨げラとし、う．ことであろう。机バブ直の撮む臣掌欄規

が㍉p埼1‾巧みド蓄放　いてし－急かと芹うことを会頭に

昆き訂がら珂堤させ　飼育させ．礎重さ受　なし、ぱ承

摩させるこ自コ肺浮IC婆車も、錮クの一っであちら。簡ア

井は　包髭の寅こ一　さとカ＼、侍絆の溜pや啓思．をJJ　と

台うことであろう。右車有声周密」句逝 厨
へ
・

た
し照8－

白
d

・邦．

のが‾　でヰい　、ヌ尋の泉J j、思，雷を、養母かい＼こ

とが芦出1針如扱稀を寧「扱う麿で々重に融適する短

～沌～



悪が尊　正己くっグみkJ　と去らこrヒ国鳥立てはなら

甘い′薗てあろ　。以上戊2っ・は　いわゆ∂田仲的受

烙ゲら　た　のであ　が、認ド私学的経度の養炎と去

うま如、らみ∂勺つ正毘留と彿壊し坤ぢ「す3こ∵Lに

って、ビA急、醇がと『な晴れに、どんな射預を森（l

lJビ・九㌢虚の恋を税目べきでいたとか、この咳のIlる

務I‖J、l世すこのよう慧釦牛があ㍉上　せの針勘の吊

満だす￥の千あるかと缶うlよう訂李・夏を撃寛（てとら

え、ヰの次か捜帽へと考察をすすのていくど恭ら鮭壕

が唐松J小もつ再日計も、ら甘tl．り埼このようなこ．ヒβ

かと　り段叡姦婦のあの躯痘塊で、紆わーが、叱尊厳牲

物理巌弟ヒちヵらて、、芝と　のほとんどの対象　守

る生解放朝は豆　有丈の鳴色がなければぢらち・Jlので・

は　ゲろ　か0　プ・ブ　ナにく　る毛ンシロヰヲウ　の肇習

は照砺白∴チギ　ブつ・のみて目上か魂も＝、。季顆規啓をとら

iて孝膏上させた4㌦

珂　有れわわ（d　つ塗　炭紫学者ド抱えてよう　と！3厚

木なし㌦　「り、し鼠婆顔朔♂　習　壷　てのみ堵らムる

椅顆つ、があ右駁升である㍉蝮βすで自分に轟望するの

て・あるが、毘軟‾赦弟のと・ん急、小　甘紫の（正で　二二

外の巌持て弓当日「告あろうが一六日で「学習で々孝こ

とによって覿LL上わ埠の一考．で之・狛－ぼ科学的す私

の一喝守「でもせず手癖が習略す3よう　に営力己＿て宿き

たい0二LFウイン・ウェイ・ティーノレ（Eん⊥′レレ砿「

～17へ一



．容克．が「一歩タト1広　＝ぜ、射り専＼咋甘い生物の

縮、るジで＿ング、）レがl一拍lkの菅尾摘→て仕る」ピ

京らこ打ぜlをhゎゲ：裏庭の塚常務行，9の酵1くカ、＝てLl

夢。え「昆虫のホーマー」ど日東ああのフランスのア

ンリ′ファーアt）レ（山・叫）感官に学卓絶もあ喝

8分の疫l　めぐらされた小さ、珍軒て・定たし・lろいろ訂

立のをかきどの子こ老ので再診。今きてつてや野の科学考

が髭疎した昆虫の魂甥（才90．苔薗K及んでお・その

ザて・夢虫ばわ今にナも、く膏鹿5、監事が夕日戊宣言㍉自1

る∴そ衣らのすべてが弾解に光味澤tl　の鋳．ゲウて、あ

る。チ席が．立って孝斥力フ’lトムシを見て「カサ、トムシ
tl

ね⊥ヒまう一つ上です暑さす「．材をたへ・てい超ので．しよ

うね」「ビ・ん5，とこれ：いましたが‾」「お耳とめすピ

好と・．んも豆羊ろが＿ちがうでしょうね」炉7－・・ムシに引

か亡てみて「ば・紹　カブつムシ撞こん　＝てガが強い

のですよ。カブつムシ針合格でへ静かの嫁＝勿均のハ

当て救去られてガリ、診介の蜂蜜のPタ♂碑名の貴さ

をでさえるこどができる功ですJJなどヒ慕うこ．と甘

色から「・カブ㍉トムシの急がまK紋　の描かとんも、老の

がし欄でしようク、ね」ヒ贅屠してい‾く匂、らば．ゼてlて

昏ら毘努教材　遜首でのえこか賭事の理科毅郎ヾおじ

すすわら車・ていくので好打かろ声＼。

泡！てl）、夢薮の酎斗lて昆虫顔朝とはと、・あ濯畢出てく

るヵ＼とり　画重々牒為か　こ新を牽毎針目こ咽を適って軋

～18心



竿‾．‾‾填よう。（射斗毒は入∂を‘理科の杏啓．牽音の萄

’い＼理轟のこ牽′）‾

（．こ衣1－卑見針目　え孝習　中川＝　敦曙　でカ＼くの

が、よいのであるが、壌くするので健各′のみとや

る。）

・一　　年

モンシロヰヨウ　　　キ才ヲウ　　　グロアゲ、ハ

じり、ゲナウウ　　　セセリヰヨウ　　　　アクト　シ

示、　　みギヮヲトンボ　　　キンヤンて．

耳仁やンマ　　言木、　ァァラゼミ

ニイニイゼ、ミ　　　　ミンミンーゼミ　　　アキアカ

ネ　　一．ガマキリ　　イナダ　　つ牙の「

フツワムシ　　　バ、リア　　　ウマオィ

、ソムシ　　＿　スズ’ムシ　　．キリギリス

ノサイ′t．ツタ　　　ショウ＼「ヲウノ「ツタ

ヰ　・アブ　　　ホダル　　　アシナがバ‘ヰ

．一′

＿ニーJd

ウナチ、ン　　　　アリ

韓

もンシロヰ召り　　・キ・ケ男ウ　　　シジミ才ヲ

ウ　　トモエが　　　ヌズ1メが　　　シオカラ

トンボ、　－ギンヤンマ　　　ハプロトンポ

イトトンボ　　　ヒブラシ　　　プアラゼミ

ツクツクボウシ　　　ハルゼミ
ムl

′
′

．1
七
T

ヽ
ヽ
＼

カ
リ

シ　　　ニイニ4ゼミ　　、オフ、トムシ号令

～19～



テント　ウムシ

ミス、カ・マキリ

フォロで甘阜

ス′‾穴、ムシ

ナが八才の裟

ン木の繍弥

ムシの幼顔

一　　年

ウリハムシ　　主上㍗牢㍉

ゲン、ゴロウ　　ウキアカネ7．・ご

トノサマバッタ　　　　ィ、ソムシ

ミノムシ．　　ミ、ソノ＼、ヰ　　　　アシ

了ゲバヰヲウの予甘ぎ　　　ト

プがネムーシの・勿’軟　　　クミキ、1リ

オオバケアフ・・

毛ンシロ才ヲウ　　　プオスジアゲハ・、キヂゲ

ハ　　　カラスーア庁、ノ、　　シジミ才．ちウ　　　ゲ

ンゴロウ

ダヂメ

てイ　上、二

・ノ王、ミ

グ々ゼミ

レ八・

五カ

ゴ、キプリ

アメンボウ

アイ＿コウヰ

マ、ソ毛ム⊥／

アブ・ラゼさ

スズメが

ミ　ノ　ムシが

シラ　ミ ノ　き

プリッグア

カナ1、ムシ　　　　グマムシ

、ヰ　　　イナゴ’、　ノ　ウイオィ

ミズ’ク受キり

ミズ・メイシ　‘⇒

r　ヤゴ　　　　ミンミ

ニイ二二イ　ゼミ

イラヂ　　　　オ′ビカ

イェ／ごエ　　　ア＿カイ

ハマダラガ

‘‘∴7ワカ　ミキリ　へ

エンマプオロギす

キリギ．リス

ク、ソワムシ　　　トノサマバッタ　　　　ヒタラ・アブ

ミ、ソバ’4．　　ァシナがバヰ　　　々）レハナアフ・・

ナナホシテントサムシ　　　シオカラトンボ

ムギワラトンボ　　　′寸′ミキリムシ　　　ゲンジホ

～20～



一夕）レ　　　　ヘイケ木　ダノレ　　　　テン　トラムシ

四　　年

をンシロネタウ　　　プロアケハ　　　アオズジーア

ゲハ　　　　4が　　　さ、ノが　　　ヤてイニLが

クスサン（スゲシダー7ヲ）　　ウスダビデ　　　ク

ワエタシャグ　　　ミ、ソバ1才　　　オオバプア？・

エンマコオロギ　　　ミリサドコオロギ　　　ヤ∴エ

サシゲメ　　　　ゴミムーシ　　　ハサミムシ　　　カ

サト．ムシ　　　フゲ哀ムシ　　　耳オスウシノぐ

ヌスLlメガ、（毛モスズ．メ）　　タマムシ　　　　アすク

・サウメムシ　　　アグラゼミ．　クマゼミ　　ー

イスイゼミ　　　ヒブラシ　　　ウスバクがロウ

ウシタフ　　　クワでダムシ　　　ャマイ工乙グ、

・アシナゲバ’ム　　　ナナホシテントウムシ　　　テ

ントウムシダ受シ　　　ギンヤンマ　　　シオカラ

トンボ、　　ジガ、バ、ヰ　　　セン与コゲネ　　　ウ

リハムシ　　　　ウナチン　　　　シロズジウミキリ

ミズスイシ　　　アメンボ、ゥ　　　々ツ毛ムシ

ュアゲメ　　ゲンゴロウ　　　タイプウヰ　　　く六、

クマキリ　　　ヤゴ　　　ヨトラが　　　サトシプ・

ミ　　　　プメソキムシ　　　　コケゾワ　　　　ナナワ

シムシ　　　トラゴ、ゥヤフ、カ　　　バネオワシ

ウズタ己が　　クサカゲ占ウ　“イナ去、

アグラムシ　　　　ウンか　　　　ズ、ィムシ　　　　ヲト

～乞い）1



ウムシ　　サツオフ、シムシ　　クサがメムシーこ・

毛ンシロヰヨウの′裟　　　ウイプ1の一乾　　　酪

から好漢で　　骨解の威桑　　原迦法　　釘の

日．奇　　　がむ・の招畝　　　すすゎ軒の予甘ぎ．′

丘　．．年

〈、ソバ、ヰ二　　千リ　　アサラみシの阜駐各虹

マフ′アイムシ　　トノサマバ’ッァ　　　プオスナ

ーアサタ＼　クワトィン水　　ズ、ィムシゲ（乙やメ．ノ‾

メガ）　　ナナホシテントウムシ　　　ペグヮァ

テント　ウム‘シ　　　＿ジ　つ　ヰ　　　　しゃく　とり軟。

‾ウメムシ　　；レビーやィグラムシ　　　マツノ干．三i

アイムシ　　　マ・ソケムシ　　　ャ、リキホンゾウ

イザ　　　毛ウセンが　・シミ　　　ネダル

ノ＼ナふダリ　　　アワフキムシ　　　カミキ恒日工

デや「．メ　　　ワリジう、プ　　　ヤドリバ才　　　力

・ヤキり　　　　バリがオムシ

舎

ウ・、セミ　チタケ　ベ、リグのP舟　　ゲンつ．、－ロ、ラ

ガマ．キリ　　　アリ　　　　シ　ャフトリムシ　　「ン

車、　　ノヾソプ　　　固‖　　　ノ　ミ　　　　シラミ

イ′ェか．　ハマダラク　　　姥の足　　　アメ！ノ

孝シワヒトリ

ニ産の教科書左さ－っ　みて老兄上の　の＿、封て‖就

中　の毘繋敵対、考の銅　とはすす　と官　持ヰ

・、、ニ意、′

．′



1－－すき臣童　項きり激増窟卿と穀坤の啓蒙であらう・

J1、孝薮の毅朝としての昆虫駄　溶．別留竜のをの

阜いては樽とん招迫かKある　の絆すリであるク　乎

：酢ビ封けて昆虫の藍鑑を・密免も　巌嬉館季って釈0時ヌ

凌凄宥本山打　弊‾昭　理紫の理神風育　おtすすめ

ていきたい。 了

r）り吋毘酎射手会葛　避止、小）

口1＝コロ　　　　　◇　　　　□［コ口

癖　の’盈　蝕

虜の海豹l・C欄施のみの涛動　は減慮って芦別で

さ、この件埠息璃軒の串野性カ＼ら承る鼻酎〕轟銅諺勧

すく、ぁ夢と白くて日右／璃圧洛勧離射頼欄確にオ軋

▽柳生～キ和銅号て・ろ針ら・孝級2時前後に率勧

∇呟性～が層らク計甘、〆、費え時車宙軌

▽孝の杷～酎喪の8‘革と産姉澤勅は上のこっKあて

IJきめ甘汗時が予日。

丸縫針蝮には今で藩勧紺で醸綜あきり渚勧止す∴　億牒

の画表白こ聯比する李示一針）。乳シジミヰツケの酎く感

年前卑くり、今後お受石の＼茅動・じ好日もの～ある♂

賂（，餌ま牒単に並べると

食塵の堵牽→産瑚→鋤軟や頭叱一→（件銀杏を）

→蔵敷という李に甘杏：　　　政．了）

～23～



虹恥

毘丸嵐＿
ノ碇　ノけ　　雛

去るC‖弓冴8お言言上卜れた）11内助好餌ホールでの鼠

密度凌普充て、）11何番1号の神るり子さんが樺のう塘

飽くもある葡ダ偉ヒ蔵拓撃滅を小さ．急、釣手に且・つて匂

席1患って縛くいも・らい1尊を見て・私ばあやふくこ

ぼ丸よ！「とす・る液をこら　た。すると40鼻祖t渦激

おサ　イ各色に多の乙た再　読や、衆おそくまで展

示　料を清書　でお轟た永田氏や、山♂＝アて号「だく

に甘‾ク訂がら学食打ちの卑生鋒勧ド　ってお吊乙た笥

対民らの顔がこんどぼ私の脾を乙バトくもめけり＝卓しめ

た，子醸以上に昼食針瀕った却♂毘承膚への長びと

啓靖が私　甘啓以上に凍碑桝こしていたのかせ「わ写し訂

い．

渉み点数紗針目「頭徽lてするとで心と一才という

敬i或t　勅たちの垂加の矛孝や予槽を髭針に放きとばし

てL謹4た。蔓ってご『日　動臥され声牽感者の貌折

この腐Lが畢常訂爽功をお予幻声ことを庫耳に物摩っ

て月でた。坤克て摩毘単酎才余♂酌資氏の埠や産で、

～24へ一



辟不野市かしらの紅加が濁ったことは、今後）－】軒毘・索承

、、、ら、氷確昆虫餞へ私感する希姿左大きくふ～らませ

るものであっ否。

市長園を旛た　狸．－ア乾び夢や琴馨小ち事蓼田恩の留

針謹，埠のたくましい啓かど痢避あみごと、廊実と．い

えさ実lろ　。　の坤入れた′1、中学生の相鼻息．痺I

辞去膚軽食である－どまうことや、らみるど、ますます及

啓の東嶺をあげてくけし・夢が合．貝安静の締齢酌

患唾で、学費嵐の薗働腎礪漣と・且　教頭番姓のたゆき

料射旨尊の虎寒ビしてあく牒欄は車てよ年だろ隼

もィゲじ埼lて灸‾Jいr諸をあげ．てみると、

①　ラぺ）レの、‾ゥいていないのがゲなりあった。

②　増車を受けた輝を料ヰの苛絹示さ．れるべきでああ

③　科別・髄鞘＋李捧党別ク屠希と‖うこと灯、夏蜂

射ておこう’われでい訂かっ缶

④嫁の膚村　甲弥日航、．ヒ・の礪沓頼れ拍・・今
後「符に海嶺するや畢‘が′ぁる。

⑤珍坤攫料別れ々こ尊適確・碑拍‾夏生銅空
部蹄す易こと。

①ク毛・．ムカ鵜と一苧銘て・射周のの‘出鼻摘っ作

が．今恕指藩が、甘辛である。

㊦賭・の串師や紺lr軍ザ輔が・加納への）幻
IU文ドゥ、やる一班、冬があを・

⑧叔咳の瑠皐骨組だ’けで甘く・瑳鮮齢硝弊
～25’～



且髪L）せる一法一冬がある。

なじの　璃ご・　今棲司尊公幹紗や　媛彪坤と　して

ぢカすヾき認両蒋らかl言車てL－るひ

いずれに　て　今泉の昆虫摩周孝酌　上の森丹　お

かだし、　の良坤描伺呼に　栂が承ノ、の希望　大きく

．は　んでいる。　が亡　こ　で乳　ゆるめると鶴男絶え

にぢわらオ多足陣を音数崩イ十サハ∴ろうp　一考の．盈巧主でゼ

遅く句疎トでいる．凍朝原への滋露は捧1伊巌の終了

己に孝魯q長日　が霊碑の瑠屠蹄と確足　れるであろら

＼．上　この落球で老ろ旗のヰ鳩にビりう、ゲら甘け恒∂“

なら腎11款である。ヌ摩観客のための溶勲と（）うこと

は極りてけ．あくまでも理学への商魂と膏味への確り

も＝1窮過の一挙一歩でありたい．

誇りに・今厨の壊雪女に掌り婆叶の軸働かもいただ

いた　）吟を　珂帯食　市原笹　岡理科顔青物或盆

），l吋すみの評者学虎．田中理科静粛虐　舟　叙朝乾坤

・‾直　攻が　者路線輯軍削啓を孝の地牽ヌ魅埼酷をいド

机、た厨土壌ヂノヾ一ド拇しぼ　疎帝辞．上げ　凍簿

である。

（筆者は・）－1府段‘喫南峰目上顔喝

を8叡聯起）一周退席卸と媛）

∴：・∵、－、・



ユ姥

十　了「．1男
銀ヵごこが∵手もlニ】て細っ・て、ぢ止、ぉ境はま・づすぐ単か

狛一功かとまった．。子カニは顧ウ＿ニl。拘って、ではま

ずきっすぐ背いてみ　て下さり　婿ん．ガ。よじ　　魂

ウニは琴l－でみr∴が、め針ノ殖芽きしり＼温革も、す。丸

みがぶた守珂オの項鋼と・奔多に労碕鼻漆尊まあ尊厳

杯草薮Kた各　てお品声た辞廊瓦と、呼かノ＼考の貰蜂

為に密度甫耳を立って厨丑に頭尊信っいていってせら

ゥたことがあり讃した。その項ぼjた、璃立考える丁と

も甘く′塘】こ邸座しただけだ－ったが、で立伺う、あら甘

し、不一チ渚甘　に自搭ド封　て僑　一味　戯亡一吾ことを徹

し〉出しぷ寸。今厨の同軍宏の行李を色符希えて牒ます

と、一層∂勘て対する顧並風を覚定た。腐Il倒れこ紫

足に島晩にレJ舜　乱歩し平らも　骨の骨の峯が池払

され、やはり匪竿叫やきなご用紅で立が、者はふ

血書貯　蓄ヒ雷わ　つ）で4とめてその猟吉に恵ま如才

うとする峯が見られ、て′の者こ牛葬い両日”再月、

勅が官密賞品　産卵する凌いてあるど発く承Lt．させ

られた。執高松＝てかくも轍する立のう＼ど酌、

㌣針日射の、った。ま年々が「あ∂」ことと「おら守り

一j孝の盛年国賓－て′風の放

～27一一
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また紡るこ自まきわめで艶や、い一gのだと一瞥ぅ。路線

．・こ生きる凝草やJ、恥IC醇封じていき彦盾で立寮iてガみ

があり、車があ仁　を↓ごが革るゼので卓Hh・どん訂

物で豆星である。すわ8碩耳サ孝じ予仕る名のでもよ

ク酎避為るゼ伊と㌦亡7いく孝こ孝今頒私ドちlC与妻ら

東た丸さ訂韓密であると畢Ll護事

－．甲教生抽釆Cの凄い’摘らかく宴官富者みのでき・

カー　の工す’るよう珂身のでも身に骨〃　たlつむのTrわ

く7′）専守霞溶南峰会見　　可碧′）、）

．：三三一二二＿＿
軋
二
い

日
ソ

鼻
∵
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化噂放乙組　者・一分　戒．丸
‘今笈　私はトンボをヤーUlこ瑠葛を鰯与「て義

．ました。事璃日月「竜の腐37准．写涌了で

孝の8虜璃汝の盛年すれ（両脇の鱗哩
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為
や
趣
も

周　内　昆‘亀　岡　呼　号　が　歩　み

沓奇ゑ机軒衆予在、市郎ノ）＼申学監・風月象及び

一顧痘糾す肴をノン′（、－K b回にわ仁′ノ梓烏会

．互痛さ　産ヰ衝の魂孝線調が、必動じた。こ如Kよ　り

今まで瑠璃だ4たp一再帝家ゼ．その厨セ　ガ朝日計、よ・．

うカくぼ4きりし、郷土に狩る科孝輯朗塞いて入さも、

鐸わりを質すと皐に・科学叙事埠事の上にも｛二の

りとなつ・つ－ある。今耳は主と子で壇上如醇采に〃づヾl一三

々せがれたため醇ハ回膚哲貪　蝶小五蜂ヒう、→控が

今彼描画夢立並下し夢鋤を膏乗じてVD持し．），ひ

き清　紗1日　紀，（抑）

の5牒1．98　く81

希旦ネタ珂　亀tふ妓Kキ前一時（C会し、孝彼′醇

まで可愛か壕一軒に努て輝の揮壊。度令厨　各会

穴孝行く絹　針牢「　その銀車　疎鼻Fに虜のぺ

励前っけ風が承姦‖相木K／川ての実凍産婆。

醇に珂針て舞3の．一成アサでィタラとミウド㌧ァデ

′＼を櫛えたこと．。これでⅩ摩アサをマダラ賊軍愛

心像一密で越冬する？こと　碑銘　声P

tZ）6司り8　く事

患二膠耳鼻盆、　碇積水凰（牽　孝わ骨材を

年前9・碕ゲら斗後1巧者で拶濱

～了0、r



屠食磯1日喝破lく於て滅相私事iてつ11て放け戯画カ＼

ら骨相勒尊　了4億接云醇を琢塞。

ララやンシジ　ミがけら　い）．

曲亘‖「23日　（の

・範三回輝度告　　怒宙吋え泉崎〈帝　を　♂奇卯患

キ前9．時からキ彼】碕里礫應　ソヤクウアつら＼ld

僚友　てお　　七七・才ヲう潮は党う重、がった。

21骨楓

（有7月　7日　tの

悌西田碑暴食．　於軍曹ふ僚一酔　夢わ希拘値

十．前9時小らヰ偵1時自家鼻∴鹿食後光やKて標

本の整理Iて4、－て窯元櫓尊く鍔薗「）ゎ診月歩βにL

牽同産会跨坤　匪級嫁一氏マネ余。

首華あせの・移譲百・覚と次＆す。

由7再I48　（8）

醇テ回球凍会　若紫ノ星山　メ）●用命風車のト！「㌘ソ

日時リ／て・〕幹部5彪　鉱で藍2密珍が戸　車－て国

正敵軍貴之　日　出だ　廠乳するなあ。イシダ・キ

≠去■主　テング与ヲウ射す種を球壊す。

くら）ウ　是川　び）

乾　田楷展食　群島放村鼠朝社　務妙寺細身

午前9時からキ繚l坤童顔泉

：；告：．‡：禁中鋤雀ば軸の郎合
一）ヲ「）



そア止し　彦孝夜纏は「㍗呼濱金目「ぴらhリ㌔

衣銅2タ　の南　　濃町・永田喝氏原席風に〈カの醇

濱嶽行を承て　ヴ・毛ザダヒヲウ毛ン　　ジャノメキヨ

ウβ外セゼソヰタラ斗数枚と密軋

煎針軒藍黒目狛自日周～IO順二粛多田の礫幽射

れ産し瀬野′1、を老中埠点ヒし　て墳砲　車リシてミニトリ

シソミ阜45頚級を粗暴と缶

永富825甘　カ所とっけ∂倉を　濠は‥）、ドで乙、らく。

網田原敬倉の犀細自学7度す虐米産　賓疎石っすp

身9育ち官　　キ後　席脅盆お声の輝を吸入　く夢士風〕

伺8番嵐．（卵子会館坤　最草薗劇氏　紆領氏）

労り月言う∴7・富・9日　啓一阿）一冊霞軋噂囁針軌粗

肴醇廿座卓．′ヤー上

汐一日忌避常永　於商工食卓ぎ称

◎揉　緊　葡

倍音留＿！　北平
．　　けヽ　　，　　F

市銀衰溌慣　′′

入　営　　　′′

′′

1！

′′

碩げ抒彦

葡萄灘昭

碑も喪臥

ヴ濾卿路

エ、リ原質

密谷壊壇

可小　勝田．軋

密小　破痕　冷

す′ト　や曹研き与え

り小　米淡正確

）、1中　神も　り・子

爵′ト．ふげ政一

努力賞　光や　商感番．考庭巨嗅お．診訪中l　碩留協ヱ

画す　私実費軋）事）、針銅紅　だ牒尊称

膿′1、神J、競落．膚′）、山元鼻生　すノj、国

～ち2′）



田イ磯　虜小　者東成凱　碑副を軽骨　疹牟ザ′卜

舵機夜像．

悪9狛5日　　目均見解珂尊貴俄榊を「す車台、が¢」

醇一考創刊すわ

憶嵐．品1昆虫旛展碍

二！与．・、＿：・三、・、亨三、堕＿三三．．‥・言、＿、、＿．、 晩　留　坤彦
ノ＼詞ノ＼百　様逆光呼吸璃野草貌二丁穿つわは、ニんの凪

乾ヒ皆嵐山K珂4匹。考の拐　ばあ謹　上た泉とは募之

富や、4たが攻の氷d「原索白、ら上え気杏、った言質孝は啄

凍みドニ灘目す車で　蚤した0　酌永嘲考・姐の孝あ永

田錠であのた。埴ば帝壇で有りに孝き沖すがった。ふ

の入汐　での運や感影ド常尾山革の山、だぼ捗Hでの

ぼ、い、格軌銅、がプたが、T及ま余白ごlろに葬た蹄、永

‾朗社数が息に五　肛　つて、ゲ‘しの本をじっとみて11

ためで「准．芝．何がい亨のJと溜員と「おし1、じゃま

註する訂JJ　と皆目甲して　さっと碑にふった。阿り＼‘

番い牙の瑠鮎‥㌣で峰たぼたあば凍ている。戒壇は一せ

し＝て坤だろうと思・い甘がらみて諺た。　丸田ス　すゲ

シだった。　れがらホ虐針漉きで東嶺彿らちK盛んだ

。せこて鞍感え旦壇の班とr瑚lな　れ　容づ＼ら各

ICにき、やかに’った。いや々車よ′ノ　もやかきじ　く　甘っ

へ3号ヽノ



た上占ったすかし自十抱だ㌦　いく　らカ、避ん7ごて　ろ筍銭湯

が－＼やあゲラ車、ン打．ううでン　シゾミが死んで・いるあ

とまうのでとって－みてやると・外ヵ、日ま確カ、1こううで

ンシソミK買え・た。そ打つよっ巨凄つき机とぽっ・て手

に取ってよく見る上、おおなんと了庶出拍幸オ　ギ

リシ・々ミドリレジミの省だ、ゥた。この軒の七可常連心

で耳を躇鼻「ていたのでうれしくてう在いてあみて＿

で乞路銀に、入声た。

酌壱止、入Pl・頭　から・の蓮腐譜で斬渾・ムヾ、おl一再、ハ

ていた。じぼらく汽ウて「お一し）、魂が、瞥く甘りた有

と会うタが醐こ　吾の・で恩日で・隼つてみる車、争射て

ヰニ　ー勘革やY、・嘲手・ぞ日で嶺がっからすく灯って自

転‾やれ「サ「少け齢堰がある灯ろうJ」．ヒ脅感巨定数

が、ぉ巧亡・酔ったのて・lH勘1て酎棉承机射てはま＿す．∴

ます寧担質　料J砂擁倉澤狛頼∴グ　甘く打って、）た。

そふ醇「イサキ、ゼダ、ラだ・プサや．イ才、．ラ＿臣．と如才‥1こ・、

出て常射軽、すばふくとって三的下人碑．吾の摘

せ距。いざちくす．ると鼠均ら桝で・一一ァサギィプラを臥

ゥた」ヒ会う放正夢の声・、餉日放l）で　㌣　もの「

プサギィタラ　をとりたり・仁をう声が瑠はつ㌔　′修は【匹

もし直す1「ち乞．ぺり＝おっち｛ろ訂」とっ目し，釣1・顔

をじ仁。機にLl穴永田凪生れ司じよう訂廟寺tて日伝

亘わから白銅、く！摘らぱっで埴寺がレ患アサヤーィダ

ぅと㌧）に・、っ1㌔，やっ‘ヒ者田方窄・樋らLC周のをあっ．け

～34・）



穴．ので、せこ左並んで・行ワた。平晩のあたつ立何千寺

う．訂魂．ら′し、）通でを）つたので府ケリト五あっ暮のでボ

ケ、ノトにあった妓なたと・かつてノ巨較妄はらっていたら

隼田私藍が「おし）堪った噂の盲手印lてなるィ、ら一年ズ’芝

っけて釦ナよ」といわ　た。煤も　－ら行と．、芭・＿つて考究

・守‾うけてヂいた・・久一尋上lC拳つたと思tった増乾顔の鍔

を怒革虹・がピアリと止ってしゃ．小．みこんで土をいじりは

軽め、た。腰が’「乾生どう時の」と聯く＿＿と、「どうも

受全／こ盗った上（こ　－メ　ノシシの足跡を穿LlてLlるら　レ

ート」と五㌦っし￥㌧った㍉　と肯んに線描脅すが‘患　家畜の

・．車齢・仁。打てきん軒頑lこいた永田光弘の怨白こひっ

：一．ケいてサい・た。舶脅、ら後　頂上周うまでlほどlん甘

｝プラが出で受イ　ノシシの足跡が安白月’って老って帝
l

：こく魚にどらず、宙　の窮に革たすサギマブラと√直取

・壷だしグそ、とうとう河出直江杵っ1三。打て「お

一つ1頂上だ」′と亘う声ド各に充免が㌶てこあさ号音

車‘て走った、上ってあると，綾上の紬こおりてい．るキ

アゲハ．が嶺にっ＝た∴ぐっと網　右・ろLlが、軸よ

－り且〆秒はビギく‘頭正彦‾の鰯が－ギア恒＼左肘克ていた。

ヒ手ご左目こl｛アシ言」と1才きたくな㌧ヮた．千両ラス

タゲ．ハが一しリごので元気を思して1ⅠヤアJ・とカ＼け声k車

に網をふ（たが謝白こぼはし＼らずと、．ぐう、櫛の′都（こ多っ

穴とみ点てヒラしラ‘・お　Rのでああてて潤巻か・ブニーセ

た。こメノごて13、「ぼ乳坊がお受まった。号の噂日商左属

～33～



酎輝が・軋〔たJ中信こキlこけ♪、だ」巨埠かあもて

ぐ網をJ、つたが乞うお才や㌧フに。1「軽か亘）！∫七日明後

壁食埼鋼が敦 が
ノ
た
一
、
直

1
．
叫
ノ

十
ノ 飯は台へ、ずにキアゲハを府

ったb　牙のかいがあってかれ、ァ不〕クに甘．ったのも矛っ

｛正膚渡した頑の　れL上　中で丈一種ふえた孝、t

と啓。た　の痺　田の狛みどり　食後に光り包、がら

4号す弓L eている線が垣‖て入った。「あ、ギリシマ

ミ・ドりシジミだ」と．啓＝ち「がら老　キアサ㍉＼憎「さに

廻し　で色毎撫　入れる甘打てとうとうキリシ々ミドリ

には壊げ　来てじ　りたb　号　から机　下の鮮度神立

に伺ったのだ。たが文　や塵にゼって増さが　の綺野

卑盾が「叔汐澄　こ如訂紺だね？」と言1って羽のポロ

紬に守りたミドリシジ・ミ寒の♀らしい亀のを竜言

草打釣　りきりあ卓、らないのて「礫か　放け　心にさ

し、てみるJJと．いって頭っ信一それから的半時間やっ

・と輝度神永tこrぐ打jっりた。・その時膏、亀各が「はっナ一

に。聴藍　項上に遂皐をおいてき控ので㌧Lって泉ま勅

としリので席　密封彩k一緒に41－でいり声。その痺

酌ま頂上でギアゲ‾ハの省の老生などのを醇風した。せ

滋か主自衛再迫れ行きと何rよら甘ことで、縛れ　つ

けた寺舟が六∨∧再見主ちやっ．と捧適までも、りてこ　う車
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h
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ヽ
＼マシ シ霊、ミの机金色やみどり に

輝き訂がら＿イ才毛・ンう、オブウ星亨・ら荘お＼1かけてl　る

へ・了后・し′



のとあっけた。．「あーあ　あのしん　て・（）るのが、′正ほ

いはのだ、なあ」車或て‘－るい．うに　C＝乙で一再ゞリ

‾針ので．あわててメ鋸めちゃわらで吋つた柏

す、〃つ．映勅巌の貴子に守「；れたク　がっゲリこ　て奮い足

＿をひ・さすり甘がらおりてVrく　と、各に・汲克彦や膏象

風が「あ→　あわに日野だ」L叫んだ、ので厳守）ででみて

譲るとプサギマダ、ヲ虎の黒い・画魂に伝線の薗っ卓球

がLび臥して　サケの上のノいて7レリ　プ　チ．ハのようなか

っこうで．止った。線樽すぐ・「オサトケ毛ンジ1㌢に「臣、

・カモ－＿なあ」・L思ったので　二生け－んめ0唐　花がてみた

ザ・「ば甘いのでと与と．ろあきらめて下止、じ仁。連中で

ケそサ㍉畑ヒヲ　毛らプ　バ、セセリを　って撃破lニ痔

′らl、た時はへ　へ　下った　頭弼写かてづ一一てずつキ

斗シゼミドl）シジ・ミの0日目斥ことを狛銅は声惨誕

事し「克て・ビ、・Ci吊んて・いた尋＼も　甘ぜ’まっと早く教

え5、才‾の王んた㌔′」しく．帝もザ、っておられた少　▼ゼ・の嶋

酢翻れ琳つクの感受劇ゲんでみて・みたが連にわ去、らな

く容っ々麻にっl′た。

「あrあ　あ白㌫再出＝牒牒心の掛算日月㍉げ

」こと者豪打がら－　いっの豊にづ＼　ぐっすt）ねむり－　ぐん

で．し　まった。　　　　　　　　　　　　　　　　了

んヲlア）　ヰ



川内琵窄同増資陛蘭蹄「すみ材一軒じ」創刊席一号

と、わ亨許1くわ層けいに守言舌てL

O欲の韓竿は痺癖や＼弛虫かの軒てしはしは浮くなフ

て行き暮す．一日で滋辛くお層口質した出二舌・う

噂いで六時．ガけ敬と将組みまじに。出禾上りや叶し

準は清啓に歴撃てお粗を訂七のに打ってしき日計

ビ拝む一一叫　こ軽モ禽免のせいです。．できたらアイ

‾　謡野郎やヽ頂　ン　犀にで富澤のみたりと握ったの

菅じ臣が、お畳が甘くて じか仁慈ら涙に呵

轟醇ヰ収や丸轟畦の領式日てよって帝み偶感のある

でのばかりですので　この軒下ご勘卑下され

◇来竜は十一・一ヒ芸うと亀がもらうサ＼句中きせんが：

「－∴そっと同母の引て掛ってとちって蹄壕の度

と草かていきたり首のです。

◇おい廓・凱申アオスツワゲバだせとり、＿俄棺と・．う

こアサでイゲラ仰望砂で細じかよくロにの摩’るよ

う子す。牛薗ドあっきる1立のや感教材ところ畑7
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